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Abstract 
 
 This study aimed to reseach views point of work people with mental disorder living in community from the 
viewpoint of recovery.  Three people from one employment support service in ‘X’ city participated in this study. 
Data was collected from the semi-structured interviews of the participants. By examining their thoughts on work, 
six categories were found such as【Painful past caused by illness】,【Existence of others that gives a feeling of 
protection】,【Finding of recovery】,【Working as a new challenge】,【Hesitation toward  working】and
【Expectation of their own possibility】． 
 The result indicated that their thoughts of work were influence by the existence of others.  Therefore it can be 
considered that their identity was enhanced through their interaction with others and this lead them to recovery.  
In conclusion, rather than our intervening in their way of living, it may be better for them to support the process 
of recovery by considering their illness and disorder.   
 
 
Ⅰ はじめに 
 Recovery（以降，リカバリーと標記）とは，1980
年代アメリカを中心とした当事者の手記に端を発し，
登場した概念である（1，2）．従来の医学モデルを中心と
した生物学的，医学的な回復を超えて，当事者本人が
どう生きるかという実存的な問いに始まり，人生を創
造的に生きることを目指した運動である．日本におい
てもリカバリー概念が導入され，精神保健福祉領域の
関係者，当事者間で広がりを見せている (3)． 近年，
精神障害者の地域生活に関連するリカバリー活動・実
践が報告されるようになり，他にもリカバリーに関連
した社会参加プログラム作りも進められるようにな
ったが，途についたばかりである．また，政策的にも
精神障害者の地域移行が積極的に取り組まれ，退院支
援から地域定着支援へと展開されている．特に，就労
に関して施行的なモデル事業が行われ，地域における
就労支援が模索されるようになってきた．平成28年
度の障害者雇用促進法改正に伴い，精神障害者が雇用
率の算定基礎の対象になったこともあり，雇用状況は
年々増加の一途をたどり，民間企業の雇用者数は平成
22年に9,9千人だったが(4) ，平成24年に16.6千人 
(5) ，平成27年では34.6千人 (6)と，多くの精神障害
者が社会の中で働くことができるようになった．雇用
者数という量的な指標のみならず，リカバリーの観点
からも促進要因として就労の関与について報告(7,8)さ
れているが，障害者にとっての就労の意味や就労とリ
カバリーの検討となると限られている．また，精神看
護領域では，リカバリーの視点ではないが，精神障害
者の地域生活に関連して，作業所利用者の生きがい度
の検討(9)，統合失調症患者の生活技能と自尊感情との
関連(10)や慢性統合失調症患者のストレス対応能力の
検討(11)など，日常生活の自立を促す働きかけや社会
生活技能の向上の実践が報告されている．しかし，こ
れらの研究では，特定の技能や能力を測り，劣ってい
る側面を数量的に捉えるといった能力査定の報告が
中心であり，リカバリーや当事者の就労に関する質的
研究や実践報告は少ない．保健師が地域の第一線で活
躍していた時代にあっては，地域で暮らす精神障害者
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の生活や働く場への支援が行われていた(12)．しかし，
その貴重な実践は資料としてはあまり残っていない．
前述したように，地域生活への移行，障害者が働くこ
とが当たり前の時代になりつつある今，医療者や看護
者は精神障害者の就労や働くことの意味や生きにく
さを理解した上で，その人らしく生きるための支援が
必要である．  
そこで，本研究では精神障害者の人々が働くことに
ついて，どのような思いをもっているのかをリカバリ
ーの観点から検討することを目的とする． 
 
Ⅱ 研究方法 
1. 研究デザイン 
 本研究では当事者の語りをデータとし，就労への思
いについて，リカバリーの観点から検討することから
質的記述的研究とする． 
 
2. 研究対象者 
 A市内の就労移行支援事業所1箇所に通所している
精神障害者を対象とした． 
  
3. データ収集 
１) データ収集期間：2016年3月〜2016年6月であ
る．  
２）データ収集方法  
 本研究は半構成式のインタビュー形式とし，プライ
バシーが確保できる場所で行った．インタビューは
IC レコーダーに録音した．インタビュー回数は，1
名につき1回,もしくは2回とした．1回のインタビ
ュー時間は平均して40分であった． 
３）インタビューガイド 
(1)個人の属性 
  年齢，入院通院歴，生活形態 
(2)過去の体験：①発病前はいつ，どこで，何をして
いたのか，当事者の価値観，信条など，②今までど
のような仕事についていたのか，そのときの仕事内
容と仕事に対する思いや考え，③家族や周囲の人と
の関係など 
(3)現在の状況：①どのような思いで病気を受け止め
ているのか,②事業所を利用することの思い，③自分
自身や他の人の存在，生き方の変化，希望や夢，働
くことのへの意識など 
 
4. 分析方法 
 本研究の目的から就労への思いに関する語りをデ
ータとし，リカバリーの視点から分析した．また，リ
カバリーの統一的な定義はないが，本研究では，野中
が示す(13,14)，「どのような病や障害に圧倒されたとし
ても，自分らしさや日常生活，そして自分の人生を取
り戻すことができる」という考え方に準拠している． 
 分析の手順はまず，インタビューから逐語録を作成
し，それを熟読した後に，対象者の就労への思いの語
りを上記のリカバリーの視点から読み解き，意味内容
を捉えながら分析，段落単位を抽出したものをコード
化した．次に抽出したコードの意味内容を保ち，類似
するものをサブカテゴリーとし，さらに抽象度を上げ
カテゴリーまで分類した．最後にカテゴリー間の関係
性について検討した．また，分析の過程において，精
神看護学領域の看護教育研究者と共にそのデータ，お
よび抽出されたサブカテゴリー，およびカテゴリーを
提示し，確認，検討，修正しながら信頼性の確保につ
とめた． 
 
5. 倫理上の配慮 
 本研究は北海道科学大学倫理審査委員会の承認を
得た上で実施した．研究対象者には，研究の目的，意
義，協力依頼内容等を文書と口頭で説明し，書面で同
意を得た．また研究に協力しない場合にも不利益を受
けないこと，協力に同意した場合であってもいつでも
取りやめることができること,協力を取りやめても不
利益を受けない事，インタビューで答えたくない質問
には答える必要はないことを説明した．また，対象者
が通所している施設の代表者，及び管理者に研究の目
的を文書，及び口頭で説明し，了解を得た上でインタ
ビューを実施した．さらに，収集したデータの運用を
慎重に行ない，守秘義務を遵守すること．研究終了後
には，個人情報が記載されている紙媒体ついてはシュ
レッダーで裁断の上,廃棄すること．また，電子媒体
に個人情報を保存している場合には，研究終了後、一
定期間経過後に粉砕・破棄する．さらに，研究成果は，
匿名性を十分確保した上で，学会発表などで報告する
こととした． 
 
6．対象者が通所している就労移行支援事業 
 就労移行支援事業とは就労を希望する65歳未満の
障害者で通常の事業所に雇用されることが可能と見
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込まれる者に対して，①生産活動，職場体験等の活動
の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の
向上のために必要な訓練，②求職活動に関する支援，
③その適正に応じた職場の開拓，④就職後における職
場の定着のために必要な相談等の支援を行う．利用期
間は２年間(15)． 
 
Ⅲ 研究結果 
1. 対象者の概要 
 対象の選定は，施設側からの助言を得て，通所者全
体への説明を行った後に，個別に依頼し，了解を得た
３名の通所者とした．対象者の障害はパニック障害，
うつ病性障害，不明で３名とも男性であった．年齢構
成は年齢が10代1名，40代2名であった．事例Aは
一般就労の経験はなく，今回通所している事業所が初
めての就労であり，賃金を得る体験も初めてであった．
事例 B と C については過去に一般就労の経験がある
（表1）． 
2. 就労とリカバリーの関連 
 事例の聞き取ったデータをその意味内容からコー
ド化し，類似するコードからサブカテゴリー，さらに
はカテゴリーを抽出した．サブカテゴリーは《  》，
カテゴリーは【  】で表示する．また，サブカテゴ
リーの対象者の代表的な語りを「 」で示す． 
1) 抽出されたサブカテゴリー数とカテゴリー数 
事例A,B,Cの3名のインタビューの分析結果は，66
のコード，16 のサブカテゴリー，さらに 6 のカテゴ
リーが抽出された（表2）. 
(1)カテゴリー１【病いに翻弄された過去】 
 このカテゴリーは《破綻した生活への苦悩》《歯車
が合わない事態に翻弄する》《無理解な親への苦悩》
の3つのサブカテゴリーから構成されている．発病時
に仕事を失ったり，家族の信頼を失ったり，自分のこ
とをわかってもらえない家族の無理解に苦慮するな
ど，それまでの生活が一変するなかで，病気を抱えて
生きていかなければならない苦悩を表している． 
《破綻した生活への苦悩》 
 「ノルマとかそういうのがあって，やっぱりみなさ
ん，働けば嫌なことが色々あると思うんですけれども，
そういうストレスでちょっとあの…むちゃくちゃで，
心身を崩してしまって」．発病によって心身ともに不
調となり，健康なときのような仕事ができなくなった
ことの辛さや苦悩についての語りである． 
《歯車が合わない事態に翻弄する》 
 「辛いなと思って辛くなったら，ほんとにもう坂を
転げ落ちるように一気に全部ダメになっちゃって．で，
仕事できなくなって，仕事できなくなったからまた周
りの評価も下がって”あいつはほんとに仕事も出来な
いし周りの人間のことも見えないし，これまでもダメ
だったのにさらにダメになったじゃん”みたいになっ
て」．発病によって，仕事だけでなく，いろんなもの
を失い，噛み合ない歯車のような生活や人間関係に翻
弄されていく語りである． 
《無理解な親への苦悩》 
 「親がちょっとうつ病に理解がなくて．それであの，
うつ病って何だかよくわかっていなくて，自分の子ど
もだから，自分の子どもは元気で明るくて行動的であ
ってほしいみたいなイメージがあったらしく，それを
すごく押しつけられちゃったんですね，最初の1年．
それでまた耐えられなくて1回悪くなっちゃって」．
病気に対する親の無理解に傷つきどうすることも出
来ない苦悩の語りである． 
(2) カテゴリー２【安心感を得られる他者の存在】 
 このカテゴリーは《安心できるスタッフの存在》《通
じ合える仲間の存在》の2つのサブカテゴリーから構
成されている．ここでは，自分を認めてくれるスタッ
フに安心感を得たり，また同じ精神障害で通所するメ
ンバー同士の交流を通して安心感や信頼を得る体験
を表している． 
 
 
 
表１ 対象者の背景 
事 例 年 齢 性 別 疾患名 入院歴 通所期間 世帯状況 一般就労経験
A 10歳代 男 性 不 明 な し 2ヶ月 家族と同居 な し 
B 40歳代 男 性 パニック障害 な し 18ヶ月 家族と同居 あ り 
C 40歳代 男 性 うつ病性障害 な し 6ヶ月 家族と同居 あ り 
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 《安心できるスタッフの存在》 
 「安定してるから…，対応も上手いし，さすがだな
って思いますよ．そんな人がいるから大丈夫って．だ
から，そういう面でここに続けてられるっていうんで
すかね．そういうのあります」．通所する事業所スタ
ッフの力量に安心感を感じ，事業所での過ごしやすい
環境や関わりについての語りである． 
《通じ合える仲間の存在》 
 「その方がすごくこう…親身になってくれている方
で．で，僕的にはその，ほんとに頼りになるというか，
いい意味で母性を感じさせるというか…優しくこう
包んでくれてるような方がいて．その方もちょっと精
神的には大きかったですね」．通所しているメンバー
同士の交流が深まることでお互いの信頼関係や仲間
同士で助け合うことの大切さの語りである． 
（３）カテゴリー３【回復の実感】 
 このカテゴリーは《回復した感覚を抱く》《過去を
想起しても安定している体調》の2つのサブカテゴリ
ーから構成されている．病気になったが，時間の経過
や事業所通所によって自らの回復の感覚や健康感を
」仲間に感じていることを表している． 
《回復した感覚を抱く》 
 「変わったっていう感じは，あまりないですが．変わ
ったっていうよりはやっぱり，生き生きしてた頃に少し
戻って来たかなっていう感じですかね」．事業所に通所
ことで，健康なときの状態に戻ってきた実感の語りであ
る． 
《過去を想起しても安定している体調》 
 「やっぱりあの…調子崩しちゃった仕事ではあるんで
すけど，すごくやり甲斐とか感じていて，お客さんにも
すごく頼りにしていただいて，いい付き合いをさせてい
ただいたので，すごくやっぱり…最近元気になったから
っていうのもあるんですけど，前の仕事を思い返すこと
が出来るようになって，思い出しても大丈夫っていう
か」．仕事は辛い体験であったが，病気の回復と過去を
冷静に語れることに回復感を感じていている． 
(4)カテゴリ 4ー【新たな挑戦としての就労】 
 このカテゴリーは《働くことの意味づけ》《チャレン
ジとして就労》《新たなスキル獲得》の 3 つのサブカテ
ゴリーから構成されている．これらは，過去に病気で仕
事を失敗したが，病気がよくなることで，働くことにチ
ャレンジすることを表している． 
《働くことの意味づけ》 
 「働くということは，まず自分の中では，やはり…丁
寧さ…あと，報告…「報連相」っていう，そういうメッ
セージを表す言葉と，あと，自分のことは自分でやる，
そういうことの約束を守る，という意味だと思っていま
す．」働くことに自分なりの意味づけをしている語りで
ある． 
《チャレンジとしての就労》 
 「えーと，やはり，やったことをすべてやり抜いてい
こうかな，と思ってますし，もう，もう，‥‥自分も試
しにやってみようっていう，そういう意味で今，頑張っ
てます」．働くことへのチャレンジを試みようとする語
りである． 
《新たなスキル獲得》 
 「これまではやってなかった…なんていうんですかね，
考え方を変える，に近いんですけど，新しい自分を探す
っていうんですか．で，落ち込んだときに対処できるよ
うにとか，もしくは落ち込まないようにとか，そういう
方法を身につけることを意識して，この半年ちょっと E
（事業所）に通ってて，それが大きなきっかけになった
のかなって思ってます」．病気になり，失ったり，捨て
たものもあるが，事業所で新しい対処方法やスキルを身
につけ，就労に向けて準備していることの語りである． 
(5)カテゴリ 5ー【働くことへの躊躇い】 
 このカテゴリーは《仕事につけるか不安を抱える》《他
者からの評価に揺れる》の２つのサブカテゴリーから構
成されている．これらは，働きたい意欲はあるが，実際
には働けないでいることへの不安や焦り，また，過去の
失敗体験があることによって，就労をチャレンジするこ
とに不安を感じていることを表している． 
《仕事ができるか不安を抱える》 
 「いやあ…正直４０になって，なんか…なんか選べな
いんじゃないかなーっていう不安があるんですよ．だか
ら，働ければいいっていうのが…ありますね」． 
 働きたくても，年齢や選択肢など，制限されている中
で仕事に就けるかどうか不安に感じていることの語り
である． 
《過去の失敗体験に揺れる》 
 「○○からも一切褒められることもなく責められてば
かりで，さらにさっき言った通り残業がすごく多くて，
あっ，これは自分ダメになるなと，辛いなと思っちゃっ
たんですね．で，辛いなと思ったらほんとに全部が辛く
なってしまって，もう残業するのも辛いし，仕事そのも
のも，人にそんなこと言われたことがないから，今でも 
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辛いんですよ．仕事しようとするそんなこと考えちゃう 
‥」．過去の失敗体験があるためこれからの仕事に影響
するのではないかという不安の揺らぎの語りである． 
(6)カテゴリ 6ー【自らの可能性への期待】 
 このカテゴリーは《自分らしい生活の立て直し》《身
につく能力を活かす》《仕事で認められることを期待す
る》《自分の可能性を信じる》の 4 つのサブカテゴリー
から構成されている．  
《自分らしい生活の立て直し》 
 「そういった共同作業とか必要な人に馴染む練習をし
たり，その上で就職活動をするような施設に一時期，家
からとにかく出る練習をしようということで．出来るだ
けまめに家から出る練習をしようということで，通って
いたときがあって．自分でやってみたり，それを試した
り，自分のやり方でね」．病気を抱えつつも，いろんな
方法を試し，生活を立て直していることの語りである． 
《身につく能力を活かす》 
 「やっぱり僕の中で課題は，同じ職場の中でのコミュ
ニケーションとかがうまくなかったのかなっていうの
がちょっとあって．それでやっぱりSSTにすごく熱心に
参加させてもらったんですよね．なんで，最近ではスタ
ッフの方にも”すごくSSTとか有効に活用できてるよね”
みたいに褒められて．おだてられて．でもうまくできる
ようになって活かしていけたらってやっぱりSSTがすご
く役に立っているかなって思いますよね．身についてん
のかなーとか思いながら．それで，それを今後就職した
上で活用できれば，前みたいな失敗は繰り返さないのか
な，とか思ってみたりしてますね」．事業所に通いフタ
ッフに見守れながら，身につく能力や強みを活かそうと
する思いの語りである． 
《仕事で認められることへの期待》 
 「（過去の仕事）で，売り上げもそこそこ上がるよう
になって．そしたらそれを認められてまた昇進して…そ
れでこう，（中略）だからそういう仕事して，みんなに
わかってもらったらいいなって思って」．障害を抱えて
いても仕事でも認められたいと期待する語りである． 
《自分の可能性を信じる》 
 「まずここに来て，自分の弱さっていうんですか，そ
ういうのを強めていきたいなと思っています．あの，作
業してて，まず集中力がついたっていうのがひとつです
ね．できるようになったっていうか，できるっていうか，
できたっていうか，思ってた以上にできるんじゃないか
って」．事業所に通所することで，自分の弱点や不十分
なところを強化し，新たな自分の可能性に対する語りで
ある． 
 
３． 6つのカテゴリーの関連について 
 本研究の目的である就労への思いをリカバリーの観
点から検討したところ，6 つのカテゴリーを以下のスト
リーラインとして導くことができた． 
 彼らの発病は【病いに翻弄された過去】としてあり，
働くことや生活が思い通りにならない状況であった．し
かし，それは時間とともに変化し，苦悩を抱えつつも事
業所に通所するなかで，スタッフに支えられている実感
や同じ障害を持っている人との交流から【守られている
と実感できる他者の存在】に気づき，【回復の実感】を
得ることができていた．彼らは働くことを自らの【新た
な挑戦としての就労】と位置づけている一方で【働くこ
とへの躊躇い】に不安を感じていたが，それでも彼らに
とって働くことは【自らの可能性への期待】するもので
あった． 
 
Ⅳ．考察  
 ここでは, まず精神障害者の病い体験について述べ、
次に，他者との関係の中で働くことへの思いや意識が高
まることについて論じる． 
 
１．病い体験の理解 
 我が国では入院中心の治療から地域ケアへのパラダ
イムシフトに伴い，障害者の地域生活を支えるための支
援活動や福祉サービスが充実してきている．確かにハー
ド面は整いつつあるが，障害を持つ人の地域生活を考え
る上で本人自身の主体性や主観を抜きには語れない．リ
カバリーとは主体的な体験を通して，人生の意味を作り
出すことであり，彼らが働くということがどのような意
味があるのかを理解せねば，本当の意味で彼らの就労支
援とはならない． 
 本研究で，抽出されたカテゴリー【病いに翻弄された
過去】は，病勢が強い中では主体性が揺らぎ，彼らはど
うすることも出来なくなってしまう事態であった．それ
が，うつ病であろうとパニック障害であろうと彼らの生
活や生き方そのものを脅かすことには変わりないので
ある．結果として，病いは仕事や家庭，友人など大切な
ものを奪ったり，失ったり，追いやったりするものであ
った．黒髪(16)は精神疾患を体験した人の退院後の生活に
ついて，病気をもったことによる体験の意味付けするこ
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とが今の生活を受け入れる要因になり，失敗の体験はリ
カバリーのプロセスにおいて意味があるものであるこ
とを援助者が理解し，当事者へ有意義な体験であったこ
とを認識できるような支援の必要性を述べている．治療
やケアを受けることで生物学的な回復を辿るが，彼らの
病い体験はそれぞれの人生を歩む生活の主体者として
意味あるものとして理解した上で援助することは非常
に重要なことである．それは，病気や障害を強調するこ
とではない．彼らが病い体験をくぐり抜け，今があるこ
とを真摯に受け止めた上で支援していくことで，彼らは
喪失感や絶望感を抱えていても，未来への希望や働くこ
とへのモチベーションを保ち，リカバリーすることがで
きるのである． 
 
２．他者との関係の中で働くことへの思いが高まる 
 藤野(17) はリカバリーに関連して，一貫した姿勢で関
心を示し支えてくれる他者が存在することは，対人的な
安全で安心できる体験を得ることとなり，他者への信頼
を回復する機会になると述べている．本研究の【守られ
ていると実感できる他者の存在】は，先行研究のリカバ
リーの知見を支持するものであり，サブカテゴリー《安
心できるスタッフの存在》はスタッフの存在や働きかけ
によって安心感を得ていたことが語られていた．また通
所するメンバーのことを《通じ合える仲間の存在》とし
て捉えていた．事業所の目的は当事者の就労を目指し，
スタッフの専門的な介入や支援を通してメンバーの就
労を支えている．一方で通所するメンバーは働くことを
共通の目的とし，通所してくる．メンバー同士の交流は，
同じ精神障害の経験者として，その苦悩や辛さ、あるい
は協同作業を通じての達成感、満足感を共有するができ，
相互に還元しあうことが可能になる．岡本(18)らによると，
「安心できる居場所」や「通じ合える仲間の存在」の守
られた環境のなかで，人を助けたり，助けられたりとい
うピアサポート的な力動が作用し，同じ問題を抱える仲
間が支え合うことによって回復への希望とつながると
述べている．本研究でも同様に，本人自身が病気からの
回復の実感とスタッフからの支援，そして当事者同士の
互恵的な循環が相まって，彼らの就労への希望や意識が
高まっていくことが考えられた．彼らが過去に大切なも
のを失ったり，捨てざるを得なかったとしても，他者と
の相互作用から必要とされているという実感に支えら
れることで，就労を【新たな挑戦としての就労】として
意識することができると思われる．彼らの病い体験によ
る挫折や失意は計り知れない．それでも彼らは，安心で
きる人の環境や回復の実感に支えられ，挫折を力に変え
ていこうとする試みや自分なりの方法で対処しようと
していた．再発によって，仕事や日常生活上の失敗や挫
折は更なる試練を与えるかもしれない．その度に，また
働けるだろうか，この年になって大丈夫だろうか，親の
面倒を見たいが働けるだろうかと【働くことへの躊躇い】
を生むであろう．関谷(19)は，社会の一員であるという実
感は自分が他者から必要とされているという自己存在
への価値や自己信頼感を支える．それがあるからこそ喪
失感を抱え，いままでの人生や描いていた将来展望への
未練を抱えながらも，障害とともに歩み，新たな将来展
望を見いだしていけるのだろうと指摘する．確かに，彼
らは対人関係においてストレスを感じやすく人づきあ
いが苦手なものも多く，必要以上に苦悩を抱え込み，働
くことへの躊躇いや戸惑いを抱くひとも少なくない．だ
からこそ，安全感や安心感を基盤とした関係が必要なの
である．彼らが再挑戦することを可能にするのは安全な
環境で，さらに承認されることの期待感，充実感の体験
が，新たな循環を生み，【自らの可能性への期待】を持
つことが可能になるのである．身近な存在である事業所
スタッフの程よい距離の中で過ごすことは，彼らが対人
関係の中で傷つき体験を癒しながらも前に進むことを
可能にすると思われる．うつ病やパニック障害など，そ
の疾患や障害は異なるが，いかなる場合であろうと彼ら
は安全感を得ることで成熟した人間関係をもてるよう
になるのは変わらない． 
 その道筋は簡単ではないが，将来の目標や希望をもつ
ことで，障害者が地域で暮らすことの原動力になること
が，本研究でも確認された．すべての障害者にとって，
働くことがリカバリーではない．しかし，働くことを通
して，自らの可能性に希望を抱きつつ，自分の生き方を
模索しながら自分の人生の舵取りが可能になるといえ
る．その際には，他者の存在や関係が大きな役目となる
ことが示唆された． 
 
結論 
 精神障害者の就労への思いは，他者の存在が大きく影
響し，周りの人との相互作用の中で高まっていくと考え
られた．彼らの病気や障害を視野に入れ，揺れながら自
分で立ち直ろうとするプロセスを入院時から共に考え
ながら支援していくことが本研究から見えてきた． 
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今後の課題 
 本研究で調査した事業所は就労移行支援事業所で，通
所者の就労を目指していることから，対象となった人々
も就労の意識は高い．このため，リカバリー概念に近い
結果になったと思われるが，地域で暮らす精神障害者の
代表的なものではないことを留意しておく必要がある．
また，障害もそれぞれ異なっており，その特性を加味し
ていないため，今後，対象者を増やしたり，障害別の検
討が必要になると思われる． 
 さらに，今回は施設の特徴やスタッフの考え方や施設
内のプログラムとの関連などは考慮には入れていない
ことも今後の課題として上げられる．  
 
謝辞 
 本研究にてインタビューにご理解，ご協力いただきま
した通所者の皆様に厚く御礼を申し上げます．また，イ
ンタビューの機会や場所の提供を頂きました就労移行
支援事業所の代表者，およびスタッフの皆様にも重ねて
お礼申し上げます． 
 
引用文献 
(1) Deega PE Recovery ,The Lived experience of 
rehabilitation Psychiatric Rehabilitation Journal . 
1988,11(4),10-19. 
(2) Anthony WA.Recovery from mental illness, The 
guiding vision of the mental health service system 
in the 1990s,Psychosocial Rehabilitation 
Journal,1993,16(4),521-538. 
(3) Mark Ragains(2002)A Road to Recovery/前田ケイ(訳) 
リカバリーへの道，金剛出版，2005． 
(4) 厚生労働省，平成 22 年障害者雇用状況の集計結果
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000000v2v
6.html(閲覧日2016年5月15日) 
(5) 厚生労働省，平成 24 年障害者雇用状況の集計結果，
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002o0qm.
html（閲覧日2016年5月15日） 
(6) 厚生労働省，平成 27 年障害者雇用状況の集計結果，
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000105446.html（閲
覧日2016年5月15日） 
(7) 大崎瑞穂，大西アリナ，大井美紀，地域で生活する精
神障がい者のリカバリーに関する要因分析，精神科看
護，42(1)，2015，57-66. 
(8) 小田倉典子，精神障害者における福祉的就労から一般
就労へと向かう動機づけに関する質的研究，社会福祉
士，No20，2013，25-33. 
(9) 岩崎弥生，浅田澄子，作業所利用中の精神障害者の生
きがい．千葉大学看護学部紀要，No.21，1999，9‐16． 
(10) 國方弘子，中嶋和夫．統合失調症患者の社会生活技
能と自尊感情の因果関係．日本看護研究学会雑誌，
29(1)，2006，67‐71． 
(11) 中村百合子，山崎登志子，糠信憲明，大沼いづみ．
慢性統合失調症患者の首尾一貫感覚(Sense Of 
Coherence)の特徴とその関連要因．日本看護研究学会
雑誌，31(4)，2008，41‐49． 
(12) 畑下博世，川井八重，坪倉繁美，河田志帆，笠松隆
洋，鈴木ひとみ，西出りつ子．精神障害者の地域生活
支援に向けた保健所の役割，日本健康医学会雑誌，
22(4)，2014，287-293． 
(13) 野中猛，図説リカバリー医療保健福祉のキーワード，
中央法規，2011． 
(14) 野中猛，心の病 回復への道，岩波新書，2012.  
(15) 厚生労働省 障害者の就労支援対策の状況 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/service/sh
urou.html(閲覧日2016年5月15日) 
(16)黒髪恵． 精神疾患を持つ人の退院後の生活が変化し
ていくプロセス．日本精神保健看護学会誌，22(2)，2013, 
21-30． 
(17)藤野清美．慢性統合失調症患者の地域生活の定着にむ
けた意思決定過程．日本精神保健看護学会誌，
2014,23(1) ,2013 21-30． 
(18)岡本隆寛，広沢正孝，四方田清，松本浩幸，就労継続
支援 B 型事業所を利用する統合失調症患者のリカバリー
参加に影響する要因，医療看護研究， 12(1), 2015,35-43.  
(19)関谷真澄．「障害との共存」の過程とその転換点：精
神障害を抱える人のライフストリーからみえてくるもの．
社会福祉学，47(8)，2007，84-97.
 
40
